
１　開　会

２　市長あいさつ

３　議　題

 (1)特別支援教育等について

（2)小１プロブレムへの対応について

４　閉　会

　　　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第一条の四第六号に基づき公開

令和６年度　第４回郡山市総合教育会議　次第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和７年３月21日（金）15時00分～15時45分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：郡山市役所　庁議室 　           　　    

【備考】開催方式：対面会議　　会議公開：YouTube配信

役職名 氏名
市長 品川　萬里
教育長 小野　義明
教育長職務代理者 藤田　浩志
教育委員 阿部　亜巳
教育委員 見越　大樹
教育委員 佐々木　貞子

（敬称略）

令和６年度 第４回郡山市総合教育会議　出席者名簿



議題１ 特別支援教育等について 2025/3/21 第４回総合教育会議
学校教育部 総合教育支援センター

すべて国民は、法律の定めるところ
により、その能力に応じて、ひとし
く教育を受ける権利を有する。

日本国憲法第二十六条第１項 第４期 郡山市教育振興基本計画 （基本目標）

１個性を伸ばし生きる力を育む学校教育の推進
２家庭や地域と一体となった豊かな学校教育環境の形成
３未来へつなぐ教育機関の充実
４社会全体で取り組むこどもの学びや育ちの支援

2025年度 郡山市の学校教育推進構想

どの子も思う存分学べる環境づくりに努めます
・多様性に対応する特別支援教育の推進
・人的支援による指導・相談体制の充実
・幼保小の連携教育の推進
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【児童生徒数・学級数】 【特別支援学級数・通級指導教室数・支援員数】

市教育支援委員会審議件数 令和６年度特別支援教育に関する研修

令和６年度特別支援教育巡回相談事業実施状況（R７.1月末現在）

【特別支援学級在籍者数・通級指導教室通級者数・通常学級要支援者数】



議題２ 小１プロブレムへの対応について 2025/3/21 第４回総合教育会議
学校教育部 総合教育支援センター

●幼保小連携推進事業「合同研修会、相互参観協議会」

【幼保小連携推進事業】就学前後の円滑な接続を図るために、幼稚園・認定こども園・保育所(園)・小学校が実践面で
連携し、相互参観等の交流事業を実施する。

（事業内容）幼保小合同研修会、幼保小相互参観協議会、【郡山市版】「幼保小の架け橋プログラム」策定委員会等



議題２ 小１プロブレムへの対応について 2025/3/21 第４回総合教育会議
学校教育部 総合教育支援センター

●幼保小連携推進事業「幼保小の架け橋プログラム」

令和６(2024)年度 郡山市の学校教育推進構想

２ 幼保小の連携教育の推進
（１）幼保小の合同研修会や相互参観の実施
（２）「スタートカリキュラム・アプローチカリキュラム」の活用と実践
（３）【郡山市版】「幼保小の架け橋プログラム」の策定
・ 小１プロブレムの解消に向けた教育活動の充実

連携教育の推進に努めます

《目指す郡山の子ども像》
高い志を持って自立し、他と協働して未来を拓く子ども

基本方針 SDGsを郡山の子どもたちから
「誰一人取り残されない」教育の推進

～一人一人の多様なウェルビーイングの向上のために～

(H21)郡山市幼保小連携推進事業開始

(H26)「郡山市版スタートカリキュラム」作成

(R4)「【改訂】郡山市版スタートカリキュラム」作成

幼保小の架け橋プログラム（文部科学省）

「幼保小の架け橋プログラム」は、
子供に関わる大人が立場を越えて連携
し、架け橋期（義務教育開始前後の5
歳児から小学校1年生の2年間）にふさ
わしい主体的・対話的で深い学びの実
現を図り、一人一人の多様性に配慮し
た上で全ての子供に学びや生活の基盤
を育むことを目指すもの。

文部科学省では、令和4年度から3か年程度を念頭に、全国的な
架け橋期の教育の充実とともに、モデル地域における実践を並行
して集中的に推進していくこととしている。

【郡山市版】「幼保小の架け橋プログラム」

【目指す方向性】

幼保小が協働し、共通の視点を持って教育課程や指導計画等を具体化できるよう、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や小学校学習指導要領で育成を目指す資質・
能力、及び郡山市の実態を視野に入れながら、【郡山市版】「幼保小の架け橋プログラ
ム共通の視点」 を策定する。その共通の視点を基に、各幼保小においてそれぞれの実態
に即した「架け橋期のカリキュラム」を協働で作成し、幼保小の先生が一緒に振り返っ
て評価しながら、改善・発展させていく。

共通の視点【郡山市版】「幼保小の架け橋プログラム」の内容
（1）幼稚園・保育所等と小学校の協働による「幼保小の架け橋プログラム共通

の視点」を基にした「架け橋期のカリキュラム」の作成及び改善・発展

（2）幼保小の活動の共有と交流
① 幼保小連携に向けた活動の共有
② 幼保小連携の強化に向けた活動の共有と交流の充実

（3）学びを支える環境づくり
① 地域の実態の把握
② 地域や人、物との関わりを通した学びの環境活用・発信
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郡山市制施行100周年記念事業


